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語
性
・

非
言
語
性）

、

存
在
論
（
参
与
・

開
不
）

、

生

成
・

受
容
論
（
心
理

的
・

無
意
識
的
・

社
会
的）

と

い

っ

た

基
本
的
構
成
に

お
い

て

は
一

貫
し

て

お
り、

ま
た

宗
教
的

象
徴
を
論
じ
る

の

に

必
要
な
包
括
性
を
有
し

て

い

る
。

近

代
の

宗
教

批
判
は

、

宗
教

的
象
徴
と
の

関
連
で、

「

宗
教
的

象
徴

は

い

か
な
る
実
在
も
指
示
し
な
い
」

、

「

神
話
は
固
有
の

実
在
に
関
与
し
な

い
」

と

定
式
化
で

き
る
が、
宀

示

教
的
象
徴
論
か
ら
こ

の

批
判
に
い

か

に

答

え
得
る

か
に
つ

い

て
、

テ

ィ

リ
ッ

ヒ

の

神
話
論
を
見
て

み

よ

う
。

　
テ

ィ

リ
ッ

ヒ

は
一

九
三

〇

年
の

神
話
論
で
、

現
代
の

神
話
論
を、

消
極

的
埋
論
（

還
元
主
義
的
な
神
話
論
）

と

積
極
的
理
論
（

神
話
に

そ
の

固
有

性
を

認
め

る
）

と

に

分
類
し
た

上
で
、

カ

ッ

シ

ー

ラ

ー

の

「

象
徴
形
式
の

哲
学
」

に

お

け
る

神
話
論
へ

と

考・
察
を
進
め

る
。

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

に
よ

れ

ば
、

カ

ッ

シ

ー

ラ

ー

の

認
識
論
的
神
話
論
は
、

カ

ン

ト
の

批
判
哲
学
を

文

化
全

般
に

拡
張
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

神
話
に
も
一

つ

の

独
自
の

象
微
形

式
と
し

て

の

固
有
性
（

他
の

領
域
に

還

元
で

き
な
い
）

を

認
め

て

い

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は

精
神
世
界
内
部
で

の

固
有
性
の

肯
定
で

あ
っ

て
、

神
話

外
部
の

実
在
へ

の

指
示
機
能
を
認
め

る

も
の

で

は

な

く、

宗
教
経
験
の

実

在
性
の

要
求
を

満
た

す
も
の

で

は
な
い

。

テ

ィ

リ
ッ

ヒ

は

こ

こ

で

シ
ェ

リ

ン

グ
の

象
徴
的
実

在
論

的
な
神

話
論
の

意
義
を

確
認
す
る

こ

と

を

通
し

て
、

カ

ッ

シ

ー

ラ

ー

と

シ
ェ

リ

ン

グ

の

統
△
凵

を

提
案
す
る
。

こ

の

提

案

は
、

見
取
り
図
の

段
階
に

と
ど
ま
っ

て

い

る

も
の

の
、

そ
れ

は
、

批

判
理

論
と
実

在
論
を

統
合

す
る

批

判
的
実
在

論
（
カ

ン

ト
以

降
の

実
在
論
）

の

構
想
と

解
釈
で

き
る

。

　
こ

の

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

の

構
想
を
展
開
す
る

上
で

参
照
で

き
る

の

が
、

波
多

野
の

象
徴
論
で

あ
る．、

波
多
野
宗
教
哲
学
は

初
期
の

批
判
主

義
的
宗
教
哲

学
か

ら

実
在

論
的

宗
教

哲
学
（

高
次
の

実
在
主

義
・

人
格
主

義
の

宗
教

論）

へ

の

発
展
を

示
し
て

お
り、

方
法

論
に

お

け
る

象
徴
論
の

巾
心

的
位

置
づ

け
や、

象
徴
理
解
の

骨
子
に
お
い

て、

テ

ィ

リ
ッ

ヒ

と
多
く
の

も
の

を
共
有
し

て

い

る
。

波
多
野
の

象
徴
論
は

そ
の

内
容
が
基
本
的
に

宗
教
的

象
徴
に

絞
り
込
ま

れ
て

お
り、

象
徴
論
と

し
て

の

包
括

性
に

お
い

て

は
、

テ

イ

リ
ッ

ヒ

に
比
べ

物
足
り
な
い

が、

宗
教
的

象
徴
が
他
者
を
指
示
し、

そ
れ

に

よ

っ

て
、

実
在
共
同
や
人
格
性
を
成
立

さ
せ

る
こ

と

を
強
調
す
る

点
で
、

テ

ィ

リ
ッ

ヒ

以

上
に

論
旨
は

明
瞭
で

あ
る

。

ま
た
、

文
化
的
生
の

基
本
的
特
性
で

あ
る

「

表
現
」

を

前
提
に

そ
れ

を
否
定
的
に

乗
り
越
え

る

と
い

う
議
論
を

導
入

す
る
こ

と

に

よ

っ

て
、

日

常
的

指
示
の

否

定
（
中

断
）

に

基
づ

く
宗
教
的
指
示
（

実
在
的
他
者
へ

の

指
示）

の

生

起
が

示
唆

さ
れ

る

な
ど
、

画
期
的
な
内
容
を

有
し

て

い

る

（

↓
リ
ク
ー

ル
）

。

　
以
上

の

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

と

波
多
野
に

よ
っ

て

素
描
さ

れ

た

宗
教
的
象
徴
論

は
、

そ

の

後
の

多
様
な

言
語
論
象
徴
論
に

よ
っ

て

改
訂
さ
れ

る

必

要
が

あ

る

も
の

の
、

そ

れ

が

提
示
す
る

マ

ク

ロ

な

構
図

（

批

判
的
実
在
論）

は
、

宗
教
批
判

以
降
の

宗
教

哲
学
を

構
築
す
る

上
で
、

不
可
欠
の

基
盤
に

な
る

も
の

と
思
わ
れ

る
。

北

方
に

お

け
る

復
讐
観

　
　
　
　

サ

ガ
・

カ

レ

ワ

ラ
・

ユ

ー

カ

ラ

を
と
お

し

て

中

　
卑

巧

　
古

代
ス

カ

ン

デ

ィ

ナ
ヴ

ィ

ア

社
会
に

お

け
る

血

の

復
讐
は
、

「

聖
な
る

義
務
」

で

あ
っ

た
。

「

血
の

復
讐
」

と

い

う
概
念
は

、

狭
義
に

は
、

ア

イ

ス

ラ
ン

ド
古
法
『
グ
ラ

ウ
ガ

ス
』

や
一

群
の

ア

イ
ス

ラ

ン

ド
囗

サ
ガ

作
品
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の

う
ち
に

見
い

だ

す
こ

と

が
で

き
る
二 ．
皐
菓

で

あ
る

。

『

グ
ラ

ウ

ガ

ス
』

や

一

群
の

ア

イ
ス

ラ

ン

ド
ーー

サ

ガ

作
品
の

時
代
は

、

お

よ

そ
紀
元

後
八
〇
Q

〜

＝
二

〇

〇

年
代
で

あ
る

。

こ

の

年
代
は
、

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文

化
の

視
点

か
ら

す
れ

ば
中

匿
に

含
ま
れ

る
べ

き

年
代
で

あ
り、

北

欧
に

お
い

て

も
お

よ
そ
一
一

〇

〇

年
頃
を

境
と
し
て

古
代
と

中
世
に

区
分

す
る

の

が
一

般
的

で

あ
る

。

け
れ

ど
も
血
の

復
讐
と
い

う
発
想
や
慣
習
を

成
立
さ
せ
た

文
化

的

社
会
的
背
景
を

考
慮
し
た

う
え
で

、

ま
た
、

血
の

復

讐
を
聖
な
る

義
務

と

す
る

慣
習
法
の

宗
教
的

背
景
が

キ

リ

ス

ト

教
以

前
の

十
俗
宗
教
で

あ
る

の

は

明
ら

か

で

あ
る

ゆ

え
に

、

血

の

復
讐
の

実
質
的
成
立
を
鉄

器
前

期
時

代
ま
で

は

十
分
遡

り
う
る

と

考
え
て

、

血

の

復
讐
を
め

ぐ
る

記
述
の

多．
く

を

『

グ

ラ

ウ

ガ

ス
』

や
一

群
の

ア

イ

ス

ラ
ン

ド
ーー

サ

ガ

作
品
に

求
め
る

に

せ
よ

、

そ
れ

ら
を
と
お

し
て

理

解
さ

れ

る

血

の

復
讐
の

実
態
は

、

テ

キ
ス

ト

群
の

成
立

年
代
よ

り
も
遡
っ

て

さ

ら
に

古
代
に

属
す
る

も
の

で

あ
る

と

推
定
さ

れ

る．、

古
代
ス

カ

ン

デ

ィ

ナ
ヴ
ィ

ア

社
会
と
り
わ

け
ア

イ
ス

ラ

ン

ド
ーー

サ

ガ

文
学
群
に

見
ら
れ

る

血

の

復
讐
の

特
徴
は

、

一

見
復

讐
が

決
着

し
た

か

に

見
え
て

も
、

本
質
的
に

は

未
決
着
な
ま
ま

事
態
が

進

行
し
て

い

く
と

い

う
こ

と

に

あ
る．、

私
が
と

り
わ

け
分

析
し

た

の

は
、

『

ニ

ャ

ー

ル

の

サ
ガ
』

「

グ
レ

テ
ィ

ル

の

サ
ガ
」

『
ヴ
ォ

ル

ス

ン

グ

家
の

サ

ガ
』

で

あ

り、

そ

れ

ぞ

れ

和
解
・

個
人
の

破
滅
・
一

族
の

全

滅
と
い

っ

た

仕
方
で

復

讐
劇
は

終
局
を
迎
え
て

い

る

が
、

三

作
品
と

も
血

の

復
讐
を
本

質
的
に

解

決
し
て

い

る

も
の

で

は

な
い

。

血
の

復
讐
が

向
か
う

先
は

絶
滅
で

あ
っ

て
、

こ

の

こ

と
を

誰
も

が

予
感

し
て

い

る
。

そ
の

予
感
は
、

北
欧

神

話

『

エ

ッ

ダ
』

冒
頭
の

「

巫

女
予

言
」

に
お

け
る

神
々

と

巨
人

族
の

最

終
戦

争
で

両
者
が

差
し

違
え
て

世
界
と

と
も
に

滅
び

る
、

ま
さ

に

そ

う
し

た

取

り
返

し

の

つ

か

な
い

絶
滅
で

あ
る

。

　
『

カ

レ

ワ

ラ
」

は
、

医
師
・

民
俗

学
者
・

文
献
学

者
で

あ
っ

た
エ

リ

ア

ス

ーー

リ
ョ

ン

ロ

ッ

ト
が、

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド
各
地
で

収
集
し
た

神
話
や

民
話

を

含
む
口

頭
伝

承
民
謡
を
編

纂
し
た
民
族
叙
事
詩
で

あ
る

。

カ

レ

ワ

ラ

に

お

け
る

復
讐

劇
は
、

無
限
の

連

鎖
に

い

た

ら

ず、

一

回
完

結
的
で

あ
る

か
、

複
数
回
の

応
酬
の

果
て

に

完

結
す
る

か、

自
殺
な
ど

自
滅

す
る

か
、

も
し

く
は

勧
善

懲
悪

的
に

大
団
円
を
以
て

終
結

す
る

か
、

い

ず
れ

に

し

て

も
、

共
同

体
の

平
和
が

回

復
す
る

。

無
隈
の

連

鎖
を
引
き
起
こ

す
ス

カ

ン

デ

ィ

ナ

ヴ
ィ

ア

地
域
に

お

け
る

狭

義
の

血
の

復
讐
と

は
、

明
ら
か

に

異
な

っ

て

い

る
。

『

カ

レ

ワ

ラ
』

全
五

〇

章
を

復
讐
と

い

う
テ

ー

マ

で

分

析
す

る

と
、

第
六

章
ヨ

ウ

カ

ハ

イ
ネ
ン

の

復

讐
・

第
二

六
−

⊥
．

七

章
レ

ン

ミ

ン

カ

イ
ネ
ン

の

復

讐
1
・

第
二

七
−

二

九・
草
ロ

ウ

ヒ

の

復
讐
1
・

第
二

九
−

三

〇

章
レ

ン

ミ

ン

カ

イ

ネ
ン

の

復

讐
2
・

第
三
一

ー
三

三

章
ク

ッ

レ

ル

ポ

の

復
讐
1
・

第
三

四

−
三

六

章
ク

ッ

レ

ル

ポ
の

復
讐
2
・

第
四

五

章
ロ

ウ

ヒ

の

復
讐
2
・

第
四

六

章
ロ

ウ

ヒ

の

復

讐
3
・

第
四

七

章
ロ

ウ

ヒ

の

復
讐

4
・

第
四

九

章
ロ

ウ

ヒ

の

復
讐
5
、

と
い

っ

た

展
開
と
な
る

。

カ

レ

ワ

ラ

に

お

け
る

復
讐
劇
は
、

復
讐
が

終
結
し

て

共
同

体
の

平
和
が

も
ど

る

展
開

で

あ
る

。

復
讐
は
、

無
限
の

連
鎖
に

い

た

ら

ず、

一

回
完

結
的
で

あ
る

か
、

複

数
回
の

応
酬
の

果
て

に

完
結

す
る

か、

自
殺

な
ど
で

自
滅

す
る

か
、

も
し

く
は

勧
善
懲
悪

的
に

大
団
円
を
以
て

終
結
す
る

か
、

い

ず
れ
に

し

て

も
、

共
同

体
の

平
和
が
回

復
す
る

。

こ

れ

ら
の

復
讐
劇
の

う
ち、

ク

ッ

レ

ル

ポ
の

復
讐
の

結
末
は
き
わ
め

て

特
異
で

あ
り

、

ク

ッ

レ

ル

ポ

の

自

刀
に

よ

る

自
殺
が

結
末
と
な
っ

て

い

る
。

　
カ

ナ
ダ
イ

ヌ

イ
ッ

ト

の

ア

タ

ナ

ル

ユ

ア

ト

伝
説
に

お

け
る

復
讐
は
、

オ

キ

を

懲
ら
し

め

て

二

度
と

粗
暴
な

振
る

舞
い

を
し

な
い

よ

う
に

約
束
さ
せ

て
、

悪
霊
を
退

散
さ

せ

て

退

治
し

て
、

共
同
体
の

平
和
を

回
復
さ
せ

て
い
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る
。

ア

イ
ヌ

に

お
い

て

も、

復

讐
が
無
限
の

連
鎖
に

い

た
る

こ

と
は
な
い

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

け
れ
ど

も
金
田
一

京
助

採
集
・

訳

「

ア

イ
ヌ

叙

事
詩

ー
ユ

ー

カ

ラ

ー
』

岩
波
文
庫

所
収
の

「

虎
杖

丸
（

い

た

ど

り
ま
る
）

の

曲
」

は
、

チ

ャ

シ

時
代
の

部
族

間
抗
争
の

復

讐
劇
で

あ

り、

復

讐
を

無
限

に

連
鎖

化
す
る

要
素
を

抱
え
て

い

る
。

ア

イ
ヌ

に

お

け
る

道
徳
の

退

廃
し

た

峙
代
と
も
云
わ
れ

る

所
以

で

あ
る

。

ロ

シ

ア

思

想
の

終
末
論
的

要
素
の

問
題

に
つ

い

て

元

春

智

裕

　
ロ

シ

ア

を

代
表
す
る

哲
学
者
ニ

コ

ラ

イ
・

ベ

ル

ジ
ャ

ー

エ

フ

2
八

七

四

ー
一

九
四

八
）

の

著
作
『
ロ

シ

ア

理
念
』

（
一

九

四
六
、

邦
訳
『
ロ

シ

ア

思
想
史
』

）

に

は

「

ロ

シ

ア

思
想
の

終
末
論

的
要
素
」

と
い

う
一

章
が

設
け
ら

れ
て

い

る
。

終
末
論
的
形
而
上

学
も
し

く
は

霊

的
終
末
論
を

志
向

す
る

ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

に
と

り、

自
ら
の

思

想
的
源
泉
を
ロ

シ

ア

思

想
史

の

な

か

に

読
み

解
く
試
み
と

も
い

え
る

。

　
「

ヨ

ハ

ネ
黙

示
録
」

は

ロ

シ

ア

人

民
大
衆
の

問
や、

作

家
や
思
想

家
な

ど
の

知
識
人
階
級
に

お
い

て

も

大
き
な

役
割
を

果
た

し

て

き
た

。

同
じ

キ

リ

ス

ト

教
文
化
の

伝
統
に
根
ざ

し
て

お

り
な
が

ら
、

終
末
論
の

問
題
が

西

欧

思
想
よ

り
も
ロ

シ

ア

思
想
に

お
い

て

計
り
知
れ
な

い

地
歩
を
し

め

て

い

る

の

は
、

ロ

シ

ア

人
の

意
識
構
造
に

起

因
し

て

お

り
、

ロ

シ

ア

人
の

意
識

構
造
そ

の

も
の

が、

完
成
さ
れ

た

中
間
文
化
の

形
態
に

ほ

と
ん

と

適
応
せ

ず、

ま
た

ほ

と
ん

ど

愛
着
を
感
じ
な

い

た

め

で

あ
る

と
い

う
。

ま
た
、

終

末
論
的
精
神
が

ロ

シ

ア

の

教
会
分
裂
と

宗
派
活
動
で

演
じ
た

役
割
は

小
さ

く
な
い

。

ロ

シ

ア

の

教
会
分
裂
で

は
教

育
の

低
水
準
や

ロ

シ

ア

的
反

啓
蒙

主

義
が
少
な
か
ら
ぬ

役
割
を
演
じ
て

き
た

。

反
啓
蒙
主

義
者
の

祭
礼
と

儀

式
に

対
す
る

尊
敬
の

念
が
ロ

シ

ア

宗
教
生

活
の
一

つ

の

極
で

あ
る

と

す
れ

ば
、

も

う
一

つ

の

極
は

神
の

真
理

探
究

、

巡

礼
の

実
行

、

そ
し

て

熱
烈
な

終
末
論
的

意
識

傾
向
が

あ
っ

た
。

　
ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

は
「
ド
ス

ト
エ

ー

フ

ス

キ
イ
の

世
界
観
」

二

九
二

三
）

の

中
で

「

ロ

シ

ア

人
は
黙
示

録
主

義
者
か

虚
無
主

義
者
で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の．
言

葉
は、

ベ

ル

ジ
ャ

ー

エ

フ

自
身
が

引
用
す
る

よ

う

に
、

例
え
ば

文
化
哲
学
者
の

オ
ド
ヴ
ァ

ル

ト
・

シ
ュ

ペ

ン

グ

ラ

ー

が

「

ロ

シ

ア

人

と
は

占
代
に

対
す
る
黙
示

録
的
反
抗
で

あ
る
」

と

述
べ

る

の

と

相

通
じ
る

見
解
で

あ
り、

ロ

シ

ア

人
が

そ

の

形
而
上

学
的
本
質
と

世
界
的
召

命
と
に

基
づ

い

て

終
末
の

民
で

あ
る

こ

と
を

意
味
す
る

。

ベ

ル

ジ

ャ

ー

エ

フ

は

自
ら
の

歴

史
哲
学
研
究
の

モ

チ

ー

フ

と

し
て

再
＝ ．

、

こ

の

テ
ー

マ

を

取
り
上

げ
て

い

る
。

　
ロ

シ

ア

の

宗
教
哲
学
的
思

惟
は

、

と

く
に

カ

ト
リ

ッ

ク

思
想
に

影
響
さ

れ
て

い

る

西
欧

的
思

惟
よ
り
も
終

末
論
的
で

あ
る

。

し

た
が

っ

て

ロ

シ

ア

的
思

惟
は

な

お

さ
ら

歴
史

哲
学
の

諸
問
題
に

興
味
を

示
す。

ロ

シ

ア

の

思

想
は
、

十
九
世

紀
に

お

い

て
、

と

く
に

歴
史
哲
学
の

諸
問
題
を

取
り
上

げ

た
。

歴

史
哲
学
を

構
成
し

よ

う
と

努
力
す
る

う
ち
に
、

ロ

シ

ア

の

国
民
意

識
が
つ

く
ら

れ

て

い

っ

た
。

ロ

シ

ア

の

精
神
的
関
心
の

中
心
と

な
っ

た

も

の

が
、

ス

ラ

ヴ

派
と

西
欧
派
の

あ
ら

そ

い

で

あ
り、

ロ

シ

ア

と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ
、

東
と

西
を
め

ぐ
っ

て

の

論
争
で

あ
っ

た

こ

と
は

偶
然
で

は

な
い
。

チ

ャ

ー

ダ

ー
エ

フ

と
ス

ラ

ヴ

派
は
ロ

シ

ア

の

思

想
を
こ

う
し
た

問
題
に

向
か

わ
せ

た
．

彼
ら
に

と
っ

て

は
、

ロ

シ

ア

と

そ
の

歴
史
的

使
命
の

な
ぞ
は
、

実
に

歴

史
哲
学
の

な

ぞ

で

あ
っ

た
。

宗
教
的
な
歴
史
哲
学
の

形
成
こ

そ、
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